
日本モンゴル経済委員会 

第52回定時総会議案 

第1号議案 令和6年度役員選任の件

第2号議案 令和5年度事業報告書

第3号議案 令和5年度収支計算書

貸借対照表  

第4号議案 令和6年度事業計画書

第5号議案 令和6年度収支予算書

令和6年(2024年)6月11日 



第1号議案 

日本モンゴル経済委員会 
令和6年度役員選任の件

任期満了後再任となる役員の選任。 

会  長   都梅博之  伊藤忠商事㈱ 代表取締役副社長執行役員 

機械カンパニー プレジデント(再任) 

理 事 住友商事㈱ 

丸紅㈱ 

三菱商事㈱ 

監  事 西谷和雄 日本商工会議所 理事・国際部長(再任) 



第2号議案 

日本モンゴル経済委員会 
令和5年度事業報告書 

令和5年(2023年)4月1日～令和6年(2024年)3月31日 

１．情報収集・提供 

(1)2022年のモンゴルの政治経済および2023年の展望レポート(令和5年(2023年)6月12日) 

(2)第8回勉強会資料「モンゴル経済・ビジネス関連ニュース第1号～第4号」配付 

 (令和5年(2023年)4月～7月) 

(3)モンゴル・ウランバートルIRプロジェクト(UBIR)に対する関心度調査 

参議院日本モンゴル友好議員連盟 松下新平議員からの依頼により、モンゴ

ル・ウランバートルIRプロジェクトの資料を会員に提供するとともに、同プ

ロジェクトへの参画関心度調査を実施した。(令和5年(2023年)7月) 

(4)第9回日本モンゴル経済委員会勉強会・懇親会開催 

窪田新一・元大正大学文学部歴史学科教授/公益社団法人日本モンゴル協会理

事長/亜細亜大学非常勤講師を講師に招き勉強会を開催した。ムンフバット駐

日モンゴル大使館参事官の来賓挨拶の後、窪田理事長が「現代モンゴルの課

題－2023年－」と題して、1911年の清国からの独立宣言、1921年の人民革命、

1990年の民主化を経て今日に至るまでのモンゴルの歴史を振り返り、現代モ

ンゴルの課題を浮き彫りにした。また、2024年6月に新選挙制度のもとで実施

される国会議員選挙の予測を語った。 

(令和6年(2024年)3月7日(木) 於：駐日モンゴル国大使館) 

２．交流事業 

(1)バッチジャルガル駐日モンゴル国大使送別会 

バッチジャルガル駐日モンゴル国大使送別会が、日本モンゴル関係諸団体(日

本モンゴル友好議員連盟、公益社団法人日本モンゴル協会、日本モンゴル友好

協会、日本モンゴル親善協会、日本モンゴル虹の会、日本モンゴル経済委員会)

により開催され、原事務局長が出席した。 

(令和5年(2023年)7月20日(木)、於：明治記念館 花がすみ) 

(2)バッチジャルガル駐日モンゴル国大使送別夕食会 

都梅会長がバッチジャルガル駐日モンゴル国大使を招き送別夕食会を開催した。 

(令和5年(2023年7月24日(月)、於：伊真沁) 

(3)訃報：フレルバータル・元駐日モンゴル国大使 

令和5年(2023年)9月19日、1997～2001年および2012～2017年に駐日モンゴ

ル国大使を務めたフレルバータル・元駐日モンゴル国大使が逝去した。日本

モンゴル経済委員会はご遺族に対し哀悼の意を表した。 

(4)新旧駐モンゴル日本大使歓送迎会を開催 

日本モンゴル経済委員会、日本・モンゴル友好協会、公益社団法人日本モン

ゴル協会は、井川原 賢・新大使と小林弘之・前大使を招き、新旧駐モンゴル



日本大使歓送迎会を開催した。清水武則・日本モンゴル友好協会理事長が主

催者を代表して挨拶し、バヤルサイハン駐日モンゴル国大使の来賓挨拶に続

いて、小林前大使、井川原新大使が挨拶した。 

(令和5年(2023年)11月28日(火)、於：明治記念館「鳳凰の間」) 

(5)故・柳澤徳次・日本モンゴル親善協会理事長お別れの会 

(令和5年(2023年)12月4日(月)、於：スクワール麹町「錦華の間」) 

令和5年(2022年)9月18日に逝去した、故・柳澤徳次・日本モンゴル親善協会

理事長のお別れ会が、日本モンゴル親善協会により開催された。日本モンゴ

ル経済委員会は供花を贈るとともに原事務局長ほかが参列した。 

(6)バヤルサイハン駐日モンゴル国大使就任披露レセプション 

バヤルサイハン駐日モンゴル国大使就任披露レセプションが駐日モンゴル国

大使館の主催で開催され、都梅会長が祝辞を述べた。 

(令和6年(2024年)1月15日、於：ホテルニューオータニ「芙蓉の間」) 

(7)第9回日本モンゴル経済委員会勉強会・懇親会開催 

窪田新一・元大正大学文学部歴史学科教授/公益社団法人日本モンゴル協会理

事長/亜細亜大学非常勤講師を講師とする勉強会の終了後、懇親会を開催し会

員間の親睦を図った。(令和6年(2024年)3月7日(木) 於：駐日モンゴル国大使館) 

(8)バヤルサイハン駐日モンゴル国大使が都梅会長を招き夕食会 

バヤルサイハン駐日モンゴル国大使が都梅会長ほかを駐日モンゴル大使館に

招き夕食会を開催した。第11回官民合同協議会の開催日程、協議すべき事項

について話し合った。(令和6年(2024年)3月22日(金)、於：駐日モンゴル大使館) 

３．会議の開催 

令和5年度第 51回定時総会を開催 

(令和 5年(2023年)6月12日（月）16：00～17：15 於：如水会館 松風の間) 

４．会員状況 

入会  なし 

退会  なし 

会員数   9社（増減 ±0) 



第3号議案

科目 令和4年度決算額 令和5年度予算額(A) 令和5年度決算額(B) 増減（B-A) 備考

収入の部

会 費 1,650,000 1,350,000 1,350,000 0 (1)

官 民 合 同 協 議 会 参 加 費 0 0 0 0

諸 会 合 費 20,000 540,000 0 △ 540,000 (2)

受 取 利 息 18 0 9 9

当 期 収 入 合 計 1,670,018 1,890,000 1,350,009 △ 539,991

支出の部

事 務 局 運 営 費 800,000 945,000 945,000 0 (3)

官 民 合 同 協 議 会 開 催 費 1,356,026 0 0 0

外交関係樹立50周年記念事
業 実 行 委 員 会 関 連 費

458,153 0 0 0

支 払 報 酬 400,000 400,000 217,277 △ 182,723 (4)

諸 会 合 費 698,093 600,000 476,251 △ 123,749 (5)

通 信 費 0 5,000 0 △ 5,000

交 通 費 3,072 5,000 22,389 17,389

雑 費 14,510 15,000 57,420 42,420 (6)

当 期 支 出 合 計 3,729,854 1,970,000 1,718,337 △ 251,663

当 期 収 支 差 額 (2,059,836) (80,000) (368,328) △ 288,328

前 期 繰 越 収 支 差 額 2,598,782 538,946 538,946 0

次 期 繰 越 収 支 差 額 538,946 458,946 170,618 △ 288,328

（注）

(1)の内訳：年会費 150,000円×9社=1,350,000円

(6)の内訳：故柳澤日本モンゴル親善協会理事長お別れの会供花代19,800円、駐日モンゴル大使就任披露レセプ
ションへのスタンドフラワー購入費33,000円、振込手数料等

日本モンゴル経済委員会
令和5年度収支計算書

令和5年(2023年)4月1日～令和6年(2024年)3月31日

単位：円

(2)の内訳：会合参加費を無料としたため計上なし。

(3)の内訳：ロシアNIS貿易会に対する事務局運営費 (1)年会費収入の70% 1,350,000×70%=945,000円

(5)の内訳：定時総会開催費用103,621円、バッチジャルガル前大使送別会会費12,000円、新旧駐モンゴル日本大使
歓送迎会費用分担金250,630円、故柳澤日本モンゴル親善協会理事長お別れの会会費10,000円、第9回勉強会・
懇親会開催費用100,000円

(4)の内訳：勉強会配布資料原稿料77,277円、翻訳料100,000円、第9回勉強会講師謝金40,000円



単位：円

金額 金額

170,618 0

170,618

- 

0 0

0

170,618

170,618 170,618

日本モンゴル経済委員会

令和6年(2024年)3月31日現在

Ⅰ．資産の部 Ⅱ．負債の部

科目 科目

貸借対照表

1.流動負債

2.固定負債

1.流動資産

現金預金

負債合計

未収金

1.正味財産

負債・正味財産合計資産合計

Ⅲ．正味財産の部

2.固定資産



第4号議案 

日本モンゴル経済委員会 
令和6年度事業計画書

令和6年(2024年)4月1日～令和7年(2025年)3月31日 

１．情報収集・提供 

モンゴルの経済・ビジネスに関する情報を収集し、会員に提供する。 

２．交流事業 

(1)講演会・セミナー・企業間交流等、日本とモンゴルのビジネス交流の促進、および

友好親善関係を促進する各種の行事を開催する。

(2)第11回官民合同協議会(令和6年(2024年)8月19日～22日の間のいずれか1日、

於：ウランバートル)の開催に向けて、日本政府、日本貿易振興機構、モンゴル商

工会議所、在日モンゴル大使館と協議し、内容を決定し準備する。

(3)モンゴルの要人訪日に際して各種行事を開催する。

(4）第10回勉強会・懇親会(令和6年(2024年)10月～12月)の開催

３．会議の開催 

令和 6年度第 52回定時総会を開催 

(令和 6年(2024年)6月 11日（火）16：00～17：15 於：如水会館 松風の間) 



第5号議案

科目 令和5年度予算額(A) 令和5年度決算額 令和6年度予算額(B) 増減(B-A) 備考

収入の部

会 費 1,350,000 1,350,000 1,350,000 0 (1)

官民合同協議会参加費 0 0 1,200,000 1,200,000 (2)

諸 会 合 費 540,000 0 540,000 0 (3)

受 取 利 息 0 9 0 0

当 期 収 入 合 計 1,890,000 1,350,009 3,090,000 1,200,000

支出の部

事 務 局 運 営 費 945,000 945,000 945,000 0 (4)

官民合同協議会開催費 0 0 1,400,000 1,400,000 (5)

支 払 報 酬 400,000 217,277 200,000 △ 200,000 (6)

諸 会 合 費 600,000 476,251 600,000 0 (7)

通 信 費 5,000 0 5,000 0

交 通 費 5,000 22,389 5,000 0

雑 費 15,000 57,420 40,000 25,000 (8)

当 期 支 出 合 計 1,970,000 1,718,337 3,195,000 1,225,000

当 期 収 支 差 額 (80,000) (368,328) (105,000) △ 25,000

前 期 繰 越 収 支 差 額 538,946 538,946 170,618 △ 368,328

次 期 繰 越 収 支 差 額 458,946 170,618 65,618 △ 393,328

（注）

(8)の内訳：駐日モンゴル大使館主催レセプションへのスタンドフラワー購入費、振込手数料等

(5)の内訳：第11回官民合同協議会開催費(第8回官民合同協議会支出実績と概ね同額)
ただし、経済産業省のロシアNIS貿易会に対する、令和6年度ロシア・中央アジア地域等情報収集・提供等事業費補助金

2.中央アジア地域等投資環境整備・ビジネス振興事業
(3)ビジネスフォーラム開催、企業間交流促進事業 1)現地フォーラム等開催費

が第11回官民合同協議会に適用されない場合に経済委員会が負担する金額であり、
適用される場合は、一部あるいは大部分を減額した金額を経済委員会が負担するものとします。

(7)の内訳：定時総会開催費用、勉強会・懇親会費用、要人との懇親会費用等

日本モンゴル経済委員会
令和6年度収支予算書

令和6年(2024年)4月1日～令和7年(2024年)3月31日

単位：円

(1)の内訳：150,000円×9社=1,350,000円

(2)の内訳：第11回官民合同会議参加費
会員企業20,000円×30名=600,000円　非会員企業30,000円×20名=600,000円

ただし、経済産業省のロシアNIS貿易会に対する、令和6年度ロシア・中央アジア地域等情報収集・提供等事業費補助金

2.中央アジア地域等投資環境整備・ビジネス振興事業
(3)ビジネスフォーラム開催、企業間交流促進事業 1)現地フォーラム等開催費
で、第11回官民合同協議会にかかる費用を賄いきれない場合に、上記参加費の全部あるいは一部を徴収するものとします。

(4)の内訳：ロシアNIS貿易会に対する事務局運営費 (1)年会費収入の70％ 1,350,000円×70%=945,000円

(3)の内訳：勉強会・懇親会参加費6,000円×15名×1回＝ 90,000円
要人との会合会費　　 15,000円×15名×2回＝450,000円

(6)の内訳：勉強会講演料、原稿料、翻訳料等



日本モンゴル経済委員会 

令和 6 年度(2024 年)合同定時総会議事録 
 

1.日時  令和 6 年(2024 年)6 月 11 日（火） 16：00～17：30 

2.会場  如水会館 3 階 松風の間 

3.司会進行 原事務局長 

4.次第 

(1)監査報告 原事務局長が、令和 5 年度収支計算書案について、令和 6 年 5 月 15 日に西

谷監事が監査し、承認を得た旨報告した。 

(2)来賓挨拶 経済産業省通商政策局 北東アジア課 課長 福永佳史 氏 

(3)日本モンゴル経済委員会・第 52 回定時総会 

◎出席者 

都梅博之 会長 伊藤忠商事㈱ 代表取締役副社長執行役員機械カンパニープレジデント  

飯塚秀之 理事 住友商事㈱ グローバル戦略推進部 部長代理 

杠 俊彦 理事 丸紅㈱ グローバル総括部 中東・アフリカ課 課長 

西村 武 理事 三菱商事㈱ グローバル総括部 欧阿中東室 次長 

的場弘紹  三井物産㈱ 経営企画部 グローバル業務室 次長 

笠 紀子  ㈱三菱 UFJ 銀行 経営企画部 情報戦略室 調査役 

 

●欠席 ㈱小松製作所、ソフトバンクグループ㈱、(一社)PDAA 

 

◎陪席 

寺澤佳代  伊藤忠商事㈱ 機械カンパニープレジデントオフィス シニアコーディネーター  

吉村菜那  住友商事㈱  グローバル戦略推進部 

北村 聡  丸紅㈱ グローバル総括部 中東・アフリカ課 課長代理 

川西孝一  三井物産㈱ 経営企画部 グローバル業務室 

松岡鉄也  日本・東京商工会議所 国際部 副部長 

 

◎経済産業省 

福永佳史  経済産業省 通商政策局 北東アジア課 課長 

金内理恵  経済産業省 通商政策局 北東アジア課 補佐 

安部栄光  経済産業省 通商政策局 北東アジア課 係長 

 

◎事務局 

鈴木恭一  ロシア NIS 貿易会 専務理事 

原 真澄  ロシア NIS 貿易会 業務部 部長/事務局長 

斉藤いづみ  ロシア NIS 貿易会 ロシア NIS 経済研究所 研究員 

森 彩実  ロシア NIS 貿易会 ロシア NIS 経済研究所 研究員 

 

 



⑤議事内容 

・第 1 号議案令和 6 年度役員選任の件(案)を採択した。 

・都梅会長が挨拶を行った。 

・都梅会長が議長となり議事を進めた。 

・原事務局長が第 2 号議案 令和 5 年度事業報告書(案)、第 3 号議案 令和 5 年度収支計算

書（案）、第 4 号議案 令和 6 年度事業計画書(案)、第 5 号議案 令和 6 年度収支予算書(案)

を説明した。 

・都梅議長が第 2 号議案から第 5 号議案につき質問、意見を求め、異議がないかどうか諮った。

出席者から異議はなく、第 2 号議案から第 5 号議案は原案のとおり承認された。 

 

以上 
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